












































 

様式第２号（政務活動実施報告書） 

 

平成２６年 １月２０日  

 

 井原市議会議長 

    宮 地 俊 則   様 

 

 

井原市議会議員   三 宅 文 雄  

 

 

 下記のとおり政務活動を実施しましたので、報告します。 

 

 

 

 

記 
 

 

１． 実 施 期 間 

 

      平成２６年 １月１３日～ １月１５日 

 

 

２．研修会等の開催地または視察、要請・陳情活動先 

 

（１） 宮城県石巻市役所 

 

（２）静岡県駿東郡長泉町役場 

 

 

３．研修会等の名称または視察、要請・陳情活動内容 

  

（１）東日本大震災における被害状況と現状について 

 

（２）「バリアト－ン」の活用状況について 

 

 

４．研修会等の講師名または視察、要請・陳情活動先の担当者名 

  

（１）石巻市議会事務局     佐々木 恭弘 様 

高橋 伸明 様 

     石巻市総務部防災対策課  熊谷 雅之 様 

 

（２）長泉町役場議会事務局   田中 龍男 様 

長泉町産業振興課     川口 正晴 様． 

             伊那 健宏 様 

 



 

５．活 動 内 容      

（１） 東日本大震災における被害状況と現状について 

２０１１年３月１１日、１４時４６分にＭ９．０の大地震発生．その直後に東日本

沿岸を襲った巨大津波の被害状況と現状について石巻市を視察してきました。 

大震災発生時の１年前に購入た現在の庁舎は、６階建ての店舗で、あの大震災では、

６階部分の天井が落下したそうで、比較的被害も少なかったとか。大震災直後から庁

舎内に災害対策本部が設置され、被災者の救援にあたった前線指令基地でもある。 

５階の市民活動ル－ムにおいて、担当者から石巻市の被害状況について説明があっ

た。その後、市内３ヶ所で撮影されたビデオで、津波が襲ってきた模様とか人や車が

流れていく様子等を見せていただいた。今まで幾度かこのような状況をテレビやビデ

オでみてはいたが、被災地での鑑賞となると、より現実味をおびていて担当者の説明

にも迫力が感じられた。そして庁舎のなかから見える、石巻駅の電車、人や車、周囲

の建物は津波襲来時どうであったのか。当時の状況について話をしていただいた。 

最後に復興にむけての今後の街づくりについて説明があった。可住地域と非可住地

域に分けて、現地盤から４．５ｍの高さに道路をあげて、二重にも三重にも津波の防

御対策を講じるとの考えである。そして住宅団地や学校、病院等は高台へ移し、また

低地の可住地域には、避難ビルを建設する計画をしているとのことである。 

その後現地視察、市内の被災状況を一望できる場所、日和山という神社や公園があ

る高台に案内していただいた。まず驚いたのは、被災地のその広さである。ガレキは

すでに撤去され広々とした荒野に、かっては多くの人々の往来があり、地域としての

生活スタイルがあり、子供たちの笑顔もあったであろうと思うと胸が詰まる。 

そしてあの大津波で更地となってしまった現地へと移動、ポツンと立っていた供養

塔の前では思わず手を合わせ、亡くなられた方々のご冥福をお祈りしてきた。 

 日本有数の漁港でもある石巻港、ここを訪れてみてまず最初に感じたこと、それは

生活基盤でもある水産業の復旧の遅れである。隣接した工場群は本格的に稼動してい

るようだが、水産業施設の復旧はまだまだ。大震災からまもなく丸３年、人々の顔に

もようやく笑顔が戻り、少しずつではあるが復旧に向けて動き始めているように感じ

た。本格的な復興、活気ある街づくりに向けて、建設はまさにこれからが本番である。 

（２）「バリアト－ン」の活用について 

       中山間地域に農業従事者を多く抱える井原市において、近年、毎回のように議会で取

り上げられている質問項目のひとつに、有害鳥獣対策があります。 

従来から取り上げられている有害鳥獣としてはイノシシ、猿などがこの地域に多く

いますが、最近では日本鹿の出没も報告されています。トタン、鉄筋等によるヘイや

電柵、ククリやワナ等、また猟友会にお願いしての捕獲駆除と、いろいろ取り組んで

おられますが、被害は収まるどころか、依然として増加傾向にあります。 

そこで私たちは、有害鳥獣対策として「バリアト－ン」という超音波発信機を使用

して、被害を最小限に食い止めることに成功した、という事例が新聞で報道されたの

を知り、実際に行ってみてみたいと思い、静岡県長泉町を訪ねました。 

長泉町には北部地区に農家が数多くあり、特産品である柿の栽培が行われていると

ころである。以前から猿とか日本鹿による被害が報告されていて、いろいろ対策を講

じてきたが、有効な手段とはなり得なかったとのこと。そこで平成２４年度から「バ

リアト－ン」の使用を始めたところ、それらの有害鳥獣が全く寄り付かなくなったと

のことである。費用も一基当たり２０万円位と手頃で半額を町が助成しているとか。 

町役場での説明ののち、担当者の方に現地に案内してもらって、「バリアト－ン」を

実際に使っている農家の方から話を聞いた。発信源から概ね５０ｍ位では全く姿を見

なくなったとのことである。この超音波、苦手なのは有害鳥獣のみならず、人間でも 

若い人、特に中学生位の年代の人にはよく聞こえて、不快感を与えるそうである。 

 井原市でも、有害鳥獣対策に効果的な方法をいろいろと研究されているとは思いま

すが、「バリアト－ン」で成果を上げたという事例は、一見の余地があると思いました。 



 

 

 

 

１．報告書は、政務活動終了後２週間以内に提出すること。 

２．活動内容欄のスペースが足りない場合は、任意の様式により活動内容を取りまとめ、活

動内容欄へは、「別添のとおり」と記載すること。 

 



 

様式第２号（政務活動実施報告書） 

 

 

26 年  1 月 23 日  

 

 

 井原市議会議長 

       宮地 俊則様 

 

 

井原市議会議員 坊野 公治     

 

 

 下記のとおり政務活動を実施しましたので、報告します。 

 

記 

 

１．実 施 期 間 
平成 26 年 1 月 13 日（月）～1 月 15 日(水) 

２．研修会等の開催地 

または視察、要請・

陳情活動先 

・1 月 14 日（火） 

宮城県石巻市役所 

 

・1 月 15 日（水） 

静岡県駿東郡長泉町役場 

 

３．研修会等の名称 

  または視察、要請・

陳情活動内容 

・石巻市役所 

 東日本大震災における被害状況と現状について 

 

・長泉町役場 

 有害鳥獣対策バリアトーンの活用について 

 

４．研修会等の講師名 

または視察、要請・

陳情活動先の担当者

名 

・石巻市役所 

 議会事務局    次長   佐々木恭弘 

          局長補佐 高橋 伸明 

 総務部防災対策課 副参事  熊谷 雅之 

 

・長泉町役場 

 議会事務局 局長 田中 龍男 

 産業振興課 課長 川口 正晴 

       課長 伊奈 健宏 

 町議会議員    下山 哲夫（現地） 

    



 

５．活 動 内 容 

〇石巻市役所 

石巻市役所において、東日本大震災における被害状況と現状に

ついて説明を受ける。 

市内の被害状況は、死者 3166 人、行方不明者 434 人。全壊 19974

棟、半壊 13098 棟、一部損壊 23615 棟、被災住居率 76.6%。 

震災瓦礫 629 万トン。 

人口は震災前 16.3 万人。震災後 15.1 万人にまで減少。 

石巻市は北上川の河口に発展した町であり、古くは米の荷出し

で栄えたとの事。よって河川に堤防が無く、津波を防ぐすべは

なかった。 

今年の 3月をめどに、瓦礫の処理はめどが立つようであるが、

片付いたといった感じで、復興はまだまだである。 

職員の方との話しの中で、「いくら高い堤防を作っても防ぐこ

とはできません。逃げる時間をかせぐために作るんです。」と

いわれました。井原市も防災計画の見直しを行っているが、自

然を受け入れ、それに対応した対策が必要と考える。 

また、震災時の議員の行動について、議員が個々に地元の要望

を対策本部に持ち込むと、優先順位が付けにくくなるので、議

会として意見をまとめもらう方がいいという意見があった。現

在「井原市議会大規模災害等危機管理マニュアル」を策定して

いるが、その点も考慮して検討していく必要があると考える。 

震災の起きた平成 23 年は七ヶ浜町、24 年は南三陸町、そして

今年は石巻市と毎年被災地を訪れているが、復興はなかなか進

んでいないと感じる。私達議員も出来るだけ被災地を訪れ、復

興の現状を見ていく必要があると思う。 

 

 

〇長泉町役場 

長泉町役場において、有害鳥獣対策バリアトーンの説明を受け

る。長泉町は三島市の隣で都市部が多いが、北部においてはカ

キや芋の生産が盛んである。サルとシカの被害が多い。 

猟友会による駆除を行っているが、昨年人身事故が起きたた



 

め、現在休止している。 

柵やバリヤトーン（特殊な音波で野生鳥獣を駆除する音波発信

機）設置に対して補助金を出している。かかる費用の 1/2 以内

で認定農業者には 15 万円、その他の者には 5 万円を限度に補

助している。昨年から設置し、現在 4 農家で利用している。設

置後の被害は報告されていない。 

バリアトーンは追い払いの機器であるので、駆除にはなってい

ない。設置外の地域へ移動も考えられるので、自治体を越えた

対策が好ましいと思われる。猟友会などとも連携し、駆除と追

い払いの両方で有害鳥獣対策を進めるべきと考える。 

 

人間には影響がないと言われていたが、私個人としては少々気

分が悪くなった。影響があったのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．報告書は、政務活動終了後２週間以内に提出すること。 

２．活動内容欄のスペースが足りない場合は、任意の様式により活動内容を取りまとめ、活

動内容欄へは、「別添のとおり」と記載すること。 

 













 

様式第２号（政務活動実施報告書） 

 

平成 26 年  １ 月 29 日 

 

 

 井原市議会議長 

     宮地 俊則         様 

 

 

井原市議会議員            

                          簀戸 利昭 

 

 下記のとおり政務活動を実施しましたので、報告します。 

 

記 

 

１．実 施 期 間 
平成２６年１月１４日～１５日 

 

２．研修会等の開催地 

または視察、要請・

陳情活動先 

宮城県石巻市 

静岡県長泉町 

 

 

 

３．研修会等の名称 

  または視察、要請・

陳情活動内容 

３．１１震災の現状と復興について 

バリアトーンの有効性について 

 

 

４．研修会等の講師名 

または視察、要請・

陳情活動先の担当者

名 

石巻市 総務部災害対策課（震災・原子力担当）熊谷 雅之 

長泉町 産業振興課長 川口 正晴 

長泉町 産業振興課  伊奈 健宏 

 

 

５．活 動 内 容 別添のとおり 

１．報告書は、政務活動終了後２週間以内に提出すること。 

２．活動内容欄のスペースが足りない場合は、任意の様式により活動内容を取りまとめ、活

動内容欄へは、「別添のとおり」と記載すること。 



 

宮城県石巻市  震災の現状と復興について 

        震災前の人口 １６万３千人 

        震災後の人口 １５万１千人 

        死者     ３、１６５人 

        行方不明者    ４３５人 

※浸水面積   （石巻市面積） ５５６㎢ 中（浸水面積） ７３㎢ 

※被災住家棟数  全壊  １９、９７３棟 

         半壊  １３，０９９棟 

        一部損壊 ２３，６１５棟 

      被災住家合計 ５６，６８７棟 

※ 被災住家数計５６，６８７棟÷被災前全住家数７４、０００棟＝76，６％ 

○仮設住宅       ７，１２２戸   入居者   １４，９８１人 

○民間賃貸住宅     ４，６６１世帯  入居者   １２，１７０人 

※災害がれき 

    発生推計量   ：629 万トン 

    処理推計量   ：422 万トン 

◇主な復興への課題 

● 地震と津波による防御の崩壊 

● 道路網の寸断や情報通信の断絶 

● 避難所対応の遅れ 

● 暮らしの復旧の遅れ 

● 地盤沈下と内水排除 

● 産業基盤の復旧の遅れ 

● 公共施設の配置と指定避難所の在り方 

● 相互援助体制の確立 

● 新しいエネルギー政策への転換 

◇実現に向けて 

◆ 復興の実現のための財源づくり 

◆ 復興の実現のための体制づくり 

◆ 震災復興特別制度の活用 

 

◇ 災害公営住宅の整備（3,000 戸）の内まだ（４０戸）である。 

◇ 予算は１，０００億円にも及ぶ 

 

 

石巻は水産業が盛んであったが、市内漁港全てが被災した。しかし、前の講演で聞いた通

り、水産業からの復興は早く、漁港も視察させていただいたが、港湾の整備が急務である

と聞いたが、その通り、復興の息吹を感じた。海岸近くの住宅地は、議論等を重ね、津波

から身を守るための措置を講じての整備になるであろう。 

町の復旧はまだまだであるが、国の施策を利用し、きっと、近い将来、街並み整備される

であろう。 

 

静岡県長泉町       人口４２，０００人  南北１５㎞東西２，５㎞の町 

 長泉町は新幹線三島駅、東名高速、新東名高速のインターチェンジからも近い。     

ファルマバレープロジェクト（富士山麓先端健康産業集積プロジェクト）に基づき町が県立

がんセンター周辺地区に健康・医療関連企業等を誘致するため、県企業局が事業主体となる



 

造成したファルマバレー長泉工業団地を有する。 

バリアトーンの活用について 

有害鳥獣対策に超音波有害鳥獣追い払い機が有効である、との報告がある。 

機器から１００ｍ半径は近づかなくなった。特に猿に有効であればよいが、現地の人による

と個体数の管理が必要とも言われた。 

忌避手段でしかなく、抜本的解決策ではないように思える。一つのツールとして考え、地域

としての取り組みも必要であると思える。 

被害に困っている農家には、有効かもしれない。 

 

 

 

 

 































 

様式第２号（政務活動実施報告書） 

 

 

平成 26 年 １月 27 日  

 

 

 井原市議会議長 

    宮地 俊則  様 

 

 

井原市議会議員            

                         藤原 清和 

 

 下記のとおり政務活動を実施しましたので、報告します。 

 

記 

 

１．実 施 期 間 
 

平成 26 年 1 月 13 日（月）～平成 26 年 1月 15 日（水） 

２．研修会等の開催地 

または視察、要請・

陳情活動先 

 

宮城県石巻市 ・ 静岡県駿東郡長泉町 

３．研修会等の名称 

  または視察、要請・

陳情活動内 

 

別紙のとおり 

 

４．研修会等の講師名 

または視察、要請・

陳情活動先の担当者

名 

 

別紙のとおり 

 

５．活 動 内 容 別紙のとおり 

１．報告書は、政務活動終了後２週間以内に提出すること。 

２．活動内容欄のスペースが足りない場合は、任意の様式により活動内容を取りまとめ、活

動内容欄へは、「別添のとおり」と記載すること。 
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